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み
な
さ
ん
は
、

今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク

を
い
か
が
過
ご

さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
？
私
は
、

兵
庫
県
の
西
の
端
に
あ
る
田

舎
に
中
学
生
の
息
子
を
連
れ

て
帰
り
ま
し
た
。
わ
ら
び
、

筍
、
う
ど
、
ふ
き
な
ど
新
緑

の
野
山
で
山
菜
を
取
り
息
子

も
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、

酒
の
ア
テ
と
し
て
自
然
の
味

を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
連
休
は
、
憲
法
記
念
日
、

み
ど
り
の
日
、
こ
ど
も
の
日

と
土
日
が
絡
ん
で

日
間
で

し
た
が
、
田
舎
で
も
平
和
憲

法
擁
護
や
緑
の
大
切
さ
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
鳩
山
内
閣
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
全

国

地
域
に
分
け
て
、

週

間
ず
ら
し
な
が
ら
、
行
楽
地

や
高
速
道
路
な
ど
の
混
雑
を

緩
和
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
も
し
、
そ
の
よ
う
に

な
れ
ば
、
祝
日
の
名
称
は
ど

う
な
る
の
？

日
間
地
域
を

変
え
て
あ
る
の
か
？
名
称
の

な
い
た
だ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
な
の
か
。
下
衆
の
か

ん
ぐ
り
で
な
け
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
国
会
改
革
法
案
で
、

内
閣
法
制
局
長
官
の
国
会
発

言
を
許
さ
ず
、
内
閣
の
判
断

で
海
外
に
自
衛
隊
を
出
す
こ

と
を
進
め
る
立
場
と
憲
法
を

考
え
さ
さ
な
い
た
め
に
名
称

の
な
い
休
み
に
す
る
の
で

は
？
。
あ
あ
、
も
う
一
人
そ

の
動
き
に
賛
成
す
る
人
が

「
思
想
と
か
良
心
の
自
由
と

か
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な

い
。」

（
た
）
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待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
快
晴

の
下
、
第

回
大
阪
メ
ー
デ
ー

が
扇
町
公
園
で
開
か
れ
、

万

人
を
超
え
る
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
土
曜
日
で
家
族
や
子
ど
も

連
れ
も
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

府
下
の

カ
所
で
も
地
域
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
府
職
労
も

参
加
し
ま
し
た
。

鳩
山
内
閣
に
変
わ
っ
て
、
初

め
て
の
メ
ー
デ
ー
で
す
が
、
貧

困
の
広
が
り
に
歯
止
め
が
掛
か

ら
ず
、
骨
抜
き
の
労
働
者
派
遣

法
の
改
正
案
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
そ
の
ま
ま
、
沖
縄
の

世
界
の
労
働
者
が
連
帯
し
生

活
と
権
利
向
上
、
平
和
の
実
現

を
呼
び
掛
け
る
労
働
者
の
祭
典

メ
ー
デ
ー
が

月

日
大
阪
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

月
ま
で
の
寒
い
雨
が
ち
の

天
候
か
ら

月
の
声
と
と
も
に
、

新
緑
の
風
と
サ
ツ
キ
や
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
な
ど
の
花
々
も
こ
の
日
を

普
天
間
基
地
を
巡
る
迷
走
な
ど

国
民
の
期
待
を
裏
切
り
続
け
る

政
府
に
大
き
な
怒
り
と
国
民
の

立
場
に
立
つ
政
治
へ
の
転
換
を

求
め
、
労
働
者
の
連
帯
と
団
結

とき 月 日（木）
午後 時 分

場所 エル おおさか
・南館 号

を
固
め
人
間
ら
し
い
社
会
を
求

め
る
決
起
の
集
会
と
な
り
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
要
求
を
書

き
入
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
創
意

あ
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
並
ぶ

会
場
は
、
各
地
域
メ
ー
デ
ー
で

も
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。集

会
の
後
は
、
自
分
た
ち
の

作
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
街
を
行

く
人
々
に
人
間
ら
し
い
生
活
の

出
来
る
社
会
や
平
和
を
ア
ピ
ー

ル
し
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
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大
阪
府
は
、

年

月

日
に
「
大
阪
府
の
財
政
構
造

等
に
関
す
る
調
査
分
析
報
告

書
」
を
公
表
、

月
末
に
は
、

「
今
後
の
財
政
収
支
見
通
し

（
粗
い
試
算
）」
と
あ
わ
せ
、

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

取
組
期
間
中
の
要
対
応
額

が
、

年
度

億
円
、

年
度

億
円
、

年

度

億
円
と

年
間

で

億
円
見
込
ま
れ
、

前
回
計
画
（

年
度
）

の

億
円
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
戦
略
本
部
会
議

で
は
、
総
務
部
長
が
「
前
回

の
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
案

と
同
規
模
の
取
り
組
み
が
必

要
。
現
在
の（
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
る
）事
業
費
を
発

射
台
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に

そ
の
水
準
を
落
と
す
と
い
う

絵
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が

相
当
大
変
」
と
発
言
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
府
民
施
策

の
さ
ら
な
る
切
捨
て
が
十
分

に
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
調
査
分
析
報
告

書
」
で
は
、「
給
与
・
人
事

制
度
の
検
討
課
題
」と
し
て

別
記
の
項
目
が
出
さ
れ
て
お

り
、
公
務
員
制
度
改
革
と
し

て
、
国
へ
提
案
す
る
項
目
と

合
わ
せ
、
大
阪
府
自
ら
改
革

す
る
項
目
と
し
て
給
与
、
評

価
、
ポ
ス
ト
管
理
、
組
織
な

ど
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
検

討
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

月
下
旬
に
「
財
政
構
造
改

革
プ
ラ
ン
」
の
「
た
た
き
台
」、

月
下
旬
に
「
素
案
」、

月
中
旬
に
「
案
」
を
公
表
す

る
と
し
て
お
り
、
総
人
件
費

削
減
と
成
果
・
業
績
主
義
強

化
、
出
先
機
関
見
直
し
な
ど

給
与
・
人
事
制
度
の
大
改
悪

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

夏
季
闘
争
で
の
取
組
み
を

強
め
、
府
民
・
職
員
犠
牲
の

プ
ラ
ン
策
定
を
許
さ
な
い

節
々
で
の
府
民
共
同
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「財政構造等に関する調査分析報告書」で出さ
れている「給与・人事制度に係る検討課題」

給与制度

・行政職給料表において、給料月額の水準は、職階間で一部
給料表上の級に重なりがあることに加え、現給保障によりさ
らに重なっている。このため、職務・職責と給料表上の級と
の適用関係がわかりにくくなっている。給与制度については、
より一層、職務・職責に応じたものとなるよう検討が必要。
・国を超える格付け（いわゆる「わたり」）や一律的な昇格
の運用について、より一層職務・職責に応じた給与制度とな
るよう見直しが必要。

人事制度
部局長のいわゆる経営的役割（民間企業の役員に相当）が

増していくなかで、これまでどおりの昇任制度でよいか検討
が必要。あわせて、降任制度についても、具体的にどのよう
なケースに適用するかなどについて検討。

人事評価制度

人事評価制度について、がんばった職員が報われるよう、
給与等への反映手法など検討が必要。

組織人員体制

・本庁の組織の規模について、業務のまとまりや、より効率
的で機動的な業務遂行、ポスト数管理などの観点から検討が
必要。
・出先機関について、交通機関や情報通信技術の発達等を踏
まえ、より効率的な行政執行を行う観点から、基礎的自治体
との役割分担も勘案しながら、地域ごとに配置している出先
機関の配置のあり方の検討が必要。

府
民
施
策
切
捨
て
と
給
与
・
人
事
制
度
の

大
改
悪
を
狙
う
橋
下
流「
財
政
構
造
改
革
」
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一
極
集
中
化
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
を
深
め
て
い
き

た
い
と
い
う
志
を
強
く
持
っ

て
着
任
し
た
人
た
ち
が
、
そ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

見
失
わ
ず
に
前
を
向
い
て
業

務
遂
行
し
て
い
け
る
よ
う
、

「
体
制
の
改
善
」
と
と
も
に

「
職
員
間
の
支
え
合
い
」
へ

の
配
慮
を
、
職
場
で
は
常
に

意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
、
約

年
前
の
私
の
体
験
か
ら
「
相

談
機
関
従
事
者
の
精
神
衛
生

心
得
ポ
イ
ン
ト
」
の
記
事
を

掲
載
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
経
験
が
少
し
で
も

役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。当

時
、
恒
常
的
な
重
圧
感

に
悩
ま
さ
れ
、「
死
に
た
い
」

「
ず
ー
っ
と
寝
て
い
た
い
」

と
思
い
め
ぐ
ら
し
、
家
庭
内

で
は
子
ど
も
が
登
校
拒
否
状

態
と
な
り
、
約

年
間
は

「
地
獄
状
態
」
で
し
た
。

当
時
は
、
こ
の
地
獄
が
一

生
続
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
の

よ
う
に
す
っ
か
り
そ
の
地
獄

か
ら
抜
け
出
し
、
ま
た
、
メ

ン
タ
ル
面
で
し
ん
ど
く
な
っ

て
い
る
職
員
が
い
る
と
聞
こ

え
て
く
る
と
、
連
絡
と
っ
て

相
談
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
毎
年
何
名
か
相
談

に
の
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
「
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
」
に
一
職
員

と
し
て
も
奮
闘
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

健康福祉支部相談所分会長 神夏磯 保

祉祉福福童童児児
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、

す
で
に

ヵ
月
半
た
ち
ま
し

た
。
新
採
職
員
含
め
た
転
入

職
員
に
と
っ
て
職
場
の
雰
囲

気
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

期
待
と
不
安
の
中
で
ス
タ

ー
ト
し
て
み
て
、
こ
の
頃
が

一
番
「
周
囲
と
自
分
」
を
意

識
し
て
葛
藤
が
強
く
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
新
規
採
用
さ
れ
た

名
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
子

は
て
な

ど
こ
の
ど
い
つ
が
ど
ん
な

手
品
で

代
用
パ
ン
を
買
う
カ
ネ
を

く
す
ね
て
い
る
ん
だ
ろ
う

は
て
な
は
て
な
…

月

日
、
井
上
ひ
さ
し

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
昨

年
末
に
小
林
多
喜
二
研
究
第

一
人
者
の
島
村
輝
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
大
学
教
授
と
東
京
で

飲
食
し
た
際
に
、「
組
曲
虐

「
ブ
ー
ム
」
か
ら

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

い
ま
も
世
界
中
で
「
蟹
工

船
」
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

世
界
中
で
、「
蟹
工
船
」
化

が
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

同
時
に
、
多
喜
二
が
注
目

さ
れ
、

歴
史
ヒ
ス
ト

リ
ア
で
「
小
林
多
喜
二
」
の

殺
」
が
最
後
の
作
品
に
な
る

な
ん
て
な
い
で
す
よ
ね
、
と

つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
て
、
縁

起
で
も
な
い
と
怒
ら
れ
た
の

だ
が
、
本
当
に
最
後
の
戯
曲

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
月
、
そ
の
「
組
曲
虐
殺
」

が
単
行
本
で
発
売
さ
れ
た
。

冒
頭
は
そ
の
一
節
だ
が
、
な

ぜ
貧
困
が
あ
る
の
か
、
ど
う

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
」

と
、
い
ま
も
マ
ス
コ
ミ
か
ら

取
材
を
受
け
る
島
村
輝
さ
ん

が
強
調
し
て
い
た
。
社
会
状

況
が
深
刻
さ
を
増
し
、
そ
の

根
っ
こ
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
へ

の
探
求
が
始
ま
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

し
か
し
、
真
実
は
、
巧
妙

な
カ
ラ
ク
リ
で
隠
さ
れ
、
国

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
は
、「
組

曲
虐
殺
」
で
、
伏
せ
字
の
カ

ラ
ク
リ
を
語
っ
た
。
現
在
、

検
閲
制
度
は
な
い
。
し
か
し
、

肝
心
な
こ
と
は
国
民
の
前
か

ら
巧
妙
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

に
す
る
ど
こ
ろ
か
、

報
道
さ
れ
な
い
の
だ
。

昨
年
の
総
選
挙
で
は
「
自

民
か
、
民
主
か
」
の
大
合
唱
。

政
治
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
。

い
ま
で
は
「
民
主
が
っ
か

り
、
自
民
こ
り
ご
り
」
の
声

が
国
民
の
大
勢
だ
が
、
看
板

を
付
け
替
え
た
だ
け
の
新
党

報
道
は
さ
れ
て
も
、
政
治
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
相
変
わ

ら
ず
報
道
さ
れ
な
い
。
こ
の

カ
ラ
ク
リ
を
見
破
ら
な
い
限

り
、
国
民
は
騙
さ
れ
続
け
る
。

夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

国
民
の
た
め
の
本
当
の
政
治

と
は
何
か
を
問
題
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
て
貧
困
が
な

く
な
ら
な
い
の

か
、
そ
の
カ
ラ

ク
リ
を
小
説
で

暴
い
た
多
喜
二

の
生
き
ざ
ま
を

描
い
た
戯
曲
だ
。

放
映
、
岩
波
文
庫
は

月
に

防
雪
林
・
不
在
地
主
、

月
に
は

独
房
・
党
生
活

者

を
発
売
さ
れ
る
な
ど
、

多
喜
二
関
連
記
事
が
な
い
月

は
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

今
年

月
に
は
、
東
京
芸

術
座
が
「
蟹
工
船
」
を
上
演

し
、
島
村
輝
さ
ん
た
ち

人

の
仲
間
で
観
劇
し
た
。
そ
の

際
、「
い
ま
や
ブ
ー
ム
か
ら

民
に
見
え
な
く
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
蟹
工
船
」。

大
事
な
と
こ
ろ
が
み
ん
な

と
、
伏
せ
字
に
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
が
手
品
だ
、
貧
し
い

人
た
ち
が
代
用
パ
ン
さ
え
も

買
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

カ
ラ
ク
リ
な
ん
だ
。

「「
蟹蟹
工工
船船

世世
紀紀
丸丸
」」物物
語語

「
蟹
工
船

世
紀
丸
」物
語

横須賀基地を見学し、米軍基地被害の状況等
を学ぼう
見て、まなんで、交流して、成長しよう

と き 年 月 日（土）
と こ ろ ワールドカントリー倶楽部

（ ）
プレー費 円（食事付き）
参 加 費 円
申し込み 年 月 日（木）まで

府職労本部大原まで

と き 年 月 日（土）午後 時 時
ところ 千日前ファミリーボウル
各支部、グループ等で行ったボウリングのスコア
名分で申し込み
。成績上位 チームを大阪自治労連大会に選出し
ます。ふるって応募を。

第第 期期関関西西労労働働学学校校 月月開開校校第 期関西労働学校 月開校
月より関西勤労者教育協会主催の労働学校が開校されま

す。開講教室は下記の内容です。毎週 回・全 回、講義時
間は 時 分から 時 分、受講料は各教室とも 円（テ
キスト代別）です。お問い合わせ・申し込みはお近くの組合
役員までお願いいたします。

大阪中央・総合教室 月 日より毎週金曜日
労働組合基礎教室 月 日より毎週火曜日
たたかえば労働時間は短縮できる 教室 月 日より毎週木曜日
日本近現代史教室 年戦争と現代 月 日より毎週水曜日
堺・総合教室 月 日より毎週木曜日
北河内（寝屋川）総合教室 月 日より毎週火曜日
働くものの未来と労働組合を考える河南教室 月 日より毎週水曜日
北摂（吹田）総合教室 月 日より毎週月曜日

［相談機関従事者の精神衛生心得ポイント］
一人でケースの全責任を持たなければならないと
いう意識にならない。〔ケース対応は、組織対応と
いう認識に立つ〕
周囲の動きを見て、自分と比較しない。動きに差
があって当然のこと。わからなければ聞く。親切に
教えてくれなければ、その人の人間性を疑うこと。
仕事場と家庭等のプライベートとの切り替えを早
めにすること。
仕事だけに埋没せず、何か趣味を持ち、多面的な
人生によって気分転換をスムーズにするようにする。
それが仕事にも好結果を生み出す。
いい意味での開き直りの精神が必要。自分一人の
力で地球は回っていない。
地獄は一生続かない。

児童相談業務に
「体制の改善」と
「職員間の支え合い」を

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
働
き

た
い
」
と
い
う
希
望
者
で
す
。

社
会
問
題
化
し
て
い
る

「
児
童
虐
待
」
な
ど
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
で
実
践
し
て
い

き
た
い
と
い
う
社
会
福
祉
職

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
強
く
持
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
の
児
童
虐

待
対
応
は
、
児
童
相
談
所
に

写
真
は
最
近

の
発
売
作
と

演
劇
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

第第 回回平平和和友友好好祭祭第 回平和友好祭

前売り 一般 円（当日 円）
学生・障・シニア（ 歳以上）

円（当日 円）

月 日（金） 午後 時・午後 時
月 日（土） 午後 時・午後 時
月 日（日） 午前 時・午後 時

地下鉄「岸里」「天下茶屋」徒歩 分
南海線「岸里玉出」徒歩 分

と

き

と

き

この公演は予約制です。……………………………


